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【目的】　
我が国のエネルギーは石油や天然ガスなどの石燃料を資源とするため、二酸化炭素の排出により温室効果ガス削減目標を達成するのが困難となっている。そのため、化石燃料に代わる新エネルギーの早期開発が求められている。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

　そこで我々は、・・・・・・・・・・・・・・・・水素産生微生物の探索及び水素産生能評価を行った。
【実験】
　微生物の培養と水素産生能の評価に関する実験は次の様に行った。

(1)D(+)-グルコース、デンプン、酵母エキスを含むpH6.0の液体培地に土壌試料を加え、嫌気条件下（N2）、25℃、100rpmで振とうによる集積培養を行った。
(2)標準寒天培地は好気条件で静置培養（25℃）を行い、平面培地上に現れたコロニーを分離し、淘汰培養した後、・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。

(3)水素の測定条件は、・・・・・・・・・・・・・・・・。得られた菌株のスケールアップを行い、水素の経時変化より水素産生能の評価を行った。
【結果及び考察】
　土試料を嫌気条件下で液体培養し、水素産生微生物を1株取得した。この菌株を平面培地上で培養したところ、20時間培養で・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・の培地の条件を表１に示した。　　　　　　　　　　　　　表１　培地の条件
さらに回分培養による連続水素発酵実験を行ったところ、

培養13時間後より菌体濃度の増加とともにpHの低下が始

まり、培養16時間後から水素発生が確認され、・・・・・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・。　
また、図１のように、濁度の上昇、すなわち菌体の増殖に伴って水素ガスが発生することが認められ、・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・。
今後、生育温度と水素産生能について、

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・の検討を加えることで実用化も期待できる。
図1　水素産生微生物における水素発生量と菌体濃度の関係








